
( )内は2024年度分
＜校種別＞
総数：1,115件(1,076)
小学校649(564)
中学校319(242)
その他147(270)

＜内容別＞
総数：1,289件(1,198)
○電話等による問い合わ
せ等 329(280)
○設定支援 338(347)
○訪問、その他 476(290)
○校内ICT研修他

146(281)
2025年9,10月のCBT実

施に伴い、経年使用によ
る i Padがメモリ不足で
「バージョンアップでき
ない」などの対応処理に
より、昨年より件数が増
加しています。

※次の内容に沿って端
末を利用してください。
(INFO96号のほぼ再掲載)

＜校務PCと学習用端末等
の使い分け＞
学校では、次の3種類の

PC類を使っています。
Ⅰ校務PC（職員室のみ）
・職員室以外に持ち出

さないでください。
・本体起動パスワードは
適切に管理し、定期的
に更新してください。ｰ

−パスワード変更手順−
1 旧パスワードでスター
ト画面にログイン後、
「Ctrl」＋「Alt」＋
「Del」を同時に押して
ください。（起動時の
操作と同じです。）

2 表示される「パスワー
ド変更」を選択し、記
号や英数字を含む新し
いパスワードを設定し
てください。

3 設定後、管理職へ報告
します。（管理職は、
児童生徒分とともに帳
簿管理します。）

Ⅱ学習用端末（iPadなど）
・「設定」から「g.shu
nan.ed.jp」のアカウン
トでサインインするこ
とで、学習や教員研修
に使用できます。(校外
へは管理職の持ち出し
許可が必要です。)
・校務データの取り扱
いは認めていません。
授業での使用方法：

・当初より各校の教職
員指標として「小学校
高学年および中学校で
の必要な学習システム
のひとつとして、Goog
le Classroomが使える
100%」としています。
・具体的なアクション
は、「Google Classroo
mを使って資料配布が
できる」としています。
(2026CBTでの使用が
求められています。)
サポート：
・校務・学習系の ICT
サポートは、周南市教
育研究センターによる
「サポートセンター方
式」をとり、遠隔操作
や訪問で対応していま
す。
・また、やまぐちICTヘ
ルプデスクも利用でき
ます。
※校務PCからEdgeを開
くと上部に「周南市教
委リンク」フォルダが
あり、その上位に案内
しています。
・センターへの校内研
修講師依頼文や礼状等
は不要です。電話でご
連絡ください。
・学習系研修は基本的
には「10分程度の解説
と演習」です。少人数
から対応しています。
その他:
・「ミライシード」の
「オクリンクプラス」
は、Google Classroom
とともに必要な学習シ

ステムと位置づけてい
ます。授業内容や学年
に応じて併用ください。

Ⅲ 備品PC
・校務PCおよび学習用
端末の使用環境を補完
するものです。
・「オンライン配信」
「教材提示」等を目的
に各校の配当教材費で
用意します。
・チャイムソフトや購
入したソフトを管理職
の権限でインストール
できます。（申請不要）
・校内ネットワーク(校
務)には接続しませんの
で、校内LANには入れ
ません。
管理と注意点:
・日常使用する特別教
室などを除き、備品PC
を教室等に置いたまま
にしないでください。
・ウイルス対策ソフト
が別途必要です。
・保有備品PC類には上
限数があります。管理
や使用状況の再評価を
してください。3ヶ月以
上使用しない場合はWi-
Fiが無効になり、再設
定が必要となります。
重要事項:
・校務データの取り扱
いは校務PCのみに限定
しています。
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＜iPadのバージョン＞
○ バージョンの確認
iPadはバージョンにより、

動作の不安定が発生していま
す。それは全端末で起きるの
ではなく、数台に起きるとい
うものです。

全国学力・学習状況調査前
までには、時間的ゆとりを持っ
て最新のバージョンの状態に
してください。
○ 故障させない
本体には「必ずサインイン」
してください。していない場
合、メモリ不足による電源エ
ラー、いわゆるリンゴループ

や電源が入らないということ
がおき、膨大な修理費が発生
することにつながります。
電源エラーは直接、学校教

育課、アドバイザーに連絡く
ださい。
県立高校は「端末の保護者

負担」となりました。修理対
応の難しさを感じさせます。

知っておきたいICT


